
新潟市子ども・子育て会議 平成３０年度 第１回 幼保部会 

（市立保育園の適正配置に向けた検討会）提出意見用紙まとめ

項  目 内  容

（１）検討の

方向性につ

いて

・現在通園している園児とその保護者への負担を減らすため、築 40年以上の木造保
育園で、かつ近くにある園同士を統廃合する。

・築 60年以上の上五十嵐保育園が最優先か。

・築 40年以上の木造 17園を一気に進めていくのは難しいと思われるため、一番古い
上五十嵐保育園を軸に検討、対応し、それを見本として他 16園を進めていくのが
いい。

（２）今後の

進め方につ

いて

・統廃合するのであれば、その園の実情が知りたい。

・上五十嵐保育園は現在 40人の園児がいるが、近場にはこども園しかないため、転
園先をしっかりと検討し進めていかなければならない。投票所にもなっているが、

それは近くの学校や他の園でも対応はできると考える。

（３）その他

・次のとおり統廃合できるのではないか。(第 1回資料 1-4、資料 2参照) 

石山保育園 ５２年・木造 ８０ ６９

第二中野山保育園 ４６年・木造 ７０ ６４

東中野山保育園 ４０年・木造 １１０ ９８

⇒3園とも定員が割れている。一番古い石山を中心に統廃合。

資料５



曽野木保育園 ４３年・木造 ８０ ５６

第二曽野木保育園 ４０年・木造 ８０ ５３

⇒2園とも定員が割れているうえ、2園の距離が近く、統合しても保護者への負担は
少ない。また、近くにことぶき保育園もあるため、公立の役割にも影響はない。

・保護者が園を選ぶ基準は、「①家・職場から近い」「②雰囲気・清潔感」が大半だと

思う。その条件を求め、第 10希望まで書くことを考えると、公私にこだわること
は難しい。耐震は基準に達していると言っても、築 40年以上の園に預けるのは正
直不安なため、一日でも早く近くて綺麗な園ができることを望む。


